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町の成長を、暮らしの豊かさへ
―道路・まちづくりなどの基盤整備―

　セミコンテクノパーク周辺における従来からの課題であった交通渋滞に対して、町は、令和５年度に合
志市と連名で県に対し交通渋滞対策の強化を要望し、その後、県が国に対し半導体関連産業の集積に伴う
インフラ整備への財政支援を要望しました。
　これにより、半導体生産拠点の整備に伴い必要となるインフラ整備を支援する「地域産業構造転換イン
フラ整備推進交付金」が新たに創設されました。現在は、この交付金を活用して、国や県と連携して異次
元のスピードと規模で交通渋滞対策を進めています。

道路道路

１ 中九州横断道路の整備　【早期完成予定】
　合志～熊本区間9．1㌔㍍を令和５年度着工
２ 合志ＩＣアクセス道路の整備
� 【令和10年度完成予定】
　�県道新山原水線と町道下原堀川線の交差点から
北へ進み、県道住吉熊本線に接続する合志ＩＣ
までの3．5㌔㍍を４車線で整備
３ 県道大津植木線の多車線化
� 【令和10年度完成予定】
　�国道325号の大津町室北にある交差点から合志
ＩＣアクセス道路までの4．7㌔㍍を４車線化
４ 菊陽空港線の延伸�【令和８年度完成予定】
　�国道57号からＪＡＳＭ工場前を走る県道大津植
木線までの1．8㌔㍍を２車線で延伸

　町では、半導体関連企業の集積をまちの成長につなげるため、ＪＲ新駅の整備や原水駅周辺土地区画整理
事業など、新たなまちづくりを進めています。
　大学や研究機関などが集まる「知の集積エリア」とその周辺には駅前広場や商業施設、ホテル、マンショ
ンなどが集まる「賑わいエリア」を整備し、「職住近接エリア」では、マンションや住宅地、生活利便施設
を配置し、働く人や地域住民の暮らしを支える生活基盤を整備し、『半導体企業集積地にふさわしい先進的
なまちづくり』を目指します。 
　これらの取り組みにより、「知の集積エリア」を核として、サイエンスパークで学び働く人々やその家族
が快適に暮らせる生活・住環境を整え、この地域に人材や研究者が集まり、交流し、新たな価値を生み出す
先進的なまちづくりを進めていきます。

まちづくりまちづくり

〈原水駅周辺土地区画整理事業〉　【令和８年度中の事業認可取得】
　ＪＲ新駅・原水駅を中心とする約63㌶のエリアを対象に町が区画整理事業を施行
　新たなまちづくりと区画整理事業を一体的に進めます。

　本町では、ＴＳＭＣの進出を大きな契機として、「成長しつづける町。」をキャッチフレーズに、町民の皆さん
が「住んでよかった」と実感できる先進的な日本一のまちづくりを進めています。
　この半導体関連企業の集積による効果を、町民の皆さんの暮らしにつながる取り組みへと広げ、１人１人がそ
の恩恵を実感できるまちづくりの実現に向けて道路・公園・多様な施設などの基盤整備を進めます。
　今回は、これまで町が進めてきた皆さんの暮らしを支えるインフラ整備などの主な取り組みをご紹介します。

５ 下大谷１号線の整備
� 【令和10年度完成予定】
　県道大津植木線の交差点から500㍍を４車線化
６ 南方大人足線の整備
� 【令和13年度完成予定】
　�県道大津植木線から杉並木公園線延伸道路まで
700㍍を４車線化
７ 町道南方大人足線の交差点改良
� 【令和６年度完成】
　�国道57号は400㍍の左折レーンを整備。町道
南方大人足線は右折レーンを２車線化
８ �杉並木公園線延伸道路　原水駅周辺土地
区画整理事業に合わせて整備

　�町道杉並木公園線を町道南方大人足線まで2．5
㌔㍍延伸

９月号の福祉・健康・子育て・教育を支える取り組みに続き、今月号では道路やまちづくりに関する取り組みを紹介します。

〈新たな産業基盤の整備〉
� 　【令和13年度分譲開始】
　県道大津植木線南側の約24㌶のエリアで、新た
な半導体関連産業の集積のため、（仮称）第三原水工
業団地の整備を進めています。

〈地下水涵養・浸水被害防止〉
� 　【令和８年度完成予定】
　営農によらない地下水涵養および周辺の浸水被害
軽減のため、アーバンスポーツパーク東側で調整池
の整備を進めています。
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※令和８年９月時点の構想イメージです。

（知の集積エリア）
○半導体ミュージアム構想　【令和13年度春開業】
　�　半導体製造のみならず、使う側や半導体の活用による社会課題の解決（半導体が連れてくる未来）を
イメージでき、常に新しいものに出会うことが出来るエキスポのような施設の整備を進めます。
○くまもと半導体人材育成事業（NEST プロジェクト）　【令和13年度春スタート】
　�　知の集積エリア内で整備する大学共同利用施設において、半導体分野における高度人材育成に取り
組むプロジェクト。熊本大学・熊本県立大学・九州大学・九州工業大学と具体化に向けた協議をすで
に開始しています。

（賑わいエリア）
○ＪＲ新駅の設置　【令和12年春以降早期開業】
　�　ＪＲ豊肥本線（三里木－原水駅間）に新駅を設置。
　�　町の新たな交通結節の拠点とするほか、新たなまちづくりの拠点としても整備を進めます。


